
ワーカーズ・コレクティブとは、地域に暮らす人たちが、生活者の視点から地域に必要な「もの」や「サービス」を事業化
し、自分たちで出資し、経営し、労働をも担う働き方をいいます。

　約30年前に「企業組合 味工房 エル25」を立ち上げ、昨年「cofu.izumi」
を立ち上げて、今も現役で事業をされている佐藤厚子さんを講師にお招きし
て、学習会を開催しました。参加対象はW.Coメンバーでした。

8月30日(土) 10：00～12：00 ほーぷカフェ２階
参加者 :11名（内1名はオンライン）

10月3日(金)  南海泉北線「泉ヶ丘」駅前ひろば

　「仲間と起業する楽しさとしんどさは
今では宝物」と題したお話は、臨場感あ
ふれあっという間の2時間でした。平成
6年に25名の女性が集まって出資金を30
万円ずつ出し合い、手作り弁当、惣菜の
お店をスタート。子どもが学齢期で収入
が欲しい人が多かったため、非営利では
ない企業組合という形を取ったとのこと

でした。皆で出資し、皆が社長という意識を常に持っていたと
のことです。何がしたいかは自己申告制とし、調理希望、店番
希望、掃除希望など役割分担をしたそうですが、どんな仕事の
人も皆同じ給料としたそうです。当時、企業組合で起業という
のは珍しかったそうで、メディアにもたくさん取り上げられたと
のこと。売り上げは順調に伸び、一番多い時で年間5200万円
もあったとのこと！すごいです！また、さまざまな事件も起こっ
たそうで、その中でも五大事件「卵焼き戦争」「消しゴム事件」「黒
豆事件」「交通事故」「食中毒事件」を紹介してくださいました。
事件が起こるたびに、皆が知恵を合わせて、すごいスピード感で
解決していかれる様子を、ハラハラしながらも面白く聞かせて
いただきましたが、当時はどんなに大変だっただろうと想像し
ます。
　エル25は10年で解散し事業譲渡されていますが、その後も

　バザー用品の提供から事前準備、当日スタッフまで皆さんの協力のもと100人以上の来
店があり、収益金は28,690円でした。多くの品物を提供していただきありがとうござい
ました。収益金は今後の活動に使わせていただきます。

佐藤さんは、地域のボランティア活動で活躍され、現在は着物
の生地をリメイクしたインテリア雑貨をネット販売する事業を
されています。講座後は、ほーぷカフェ1階で出店されていた「つ
どい場わっ香」のスープカレーを食べながら歓談。当時の写真
や資料、古布の作品も見せていただきました。また、当日は佐
藤厚子さんのお誕生日ということで、ほーぷの寺沼さんがケー
キを焼いてきてくださり、皆でお祝いしました。
　佐藤さんが教えてくださった武田信玄の言葉「一生懸命だと
知恵が出る　中途半端だと愚痴が出る　いい加減だと言い訳
が出る」から、何事にも真剣に全力で取り組む姿勢が大事だと
気付かされました。本当に楽しい充実した学習会でした。あり
がとうございました。

NPO法人 福祉ワーカーズほーぷ　中島 紀子
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「佐藤厚子さんのお話を聞こう！」学習会
を開催しました

「つながるDays」にバザーで出店しました


